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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞死関連タンパク質キナーゼ1は、γ-インターフェロン誘導性プログラム細胞死の正のメディエーターです。DAPK1は、8つのアンキリンリピートと2つの推定Pループコンセンサス部位を有する、構造的に独特な160kDカルモジュリン依存性セリン-スレオニンキナーゼをコードしています。これは腫瘍抑制因子候補です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年12月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素制御：Ser-308の自己リン酸化によって負に制御される。,機能：カルシウム/カルモジュリン依存性セリン/スレオニンキナーゼは、アポトーシスの正の調節因子として機能する。,誘導：インターフェロン-γによる処理後にアップレギュレーションされる。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。DAPキナーゼサブファミリー。,類似性：デスドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,類似性：ANKリピートを10個含む。,細胞内局在：アクチンフィラメント系と共局在する。,
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	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

